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評価
項目

本年度の活動（具体的な手立て）と指標 成果と課題 学校関係者評価と今後の改善点

授業を大切にし、確かな学力を育てる学校 職員による成果と課題、指標の結果 学校関係者による評価と今後の改善点

<R7研修部より手だての提案>
①算数科を中心とした基礎基本の定着　　　　　　　　　　　　　　　【研修】
　　・複線型の学習活動に入るまでの教科書を使った学習の実践と交流
　　・つまずきやすい単元を共有し、日常的な参観などを通して工夫の交流
　　・個別支援と練習量の確保・・課題に応じたワークシート、デジタルドリル
　　・ふりかえり←「最後までやり切ったか」を視点に入れる。非認知の意識づけ

②若松タイムの活用の内容の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【研修】
　　・若松タイム
　　　月　読書　火　読ボラ　水　算数　木　読む書く　　金　算数　　に変更

①算数科を中心とした基礎基本の定着
〇　各教科でGoogleスライドやスプレッドシート、オクリンクを活用し児童が他者参照できるように努めた。
〇　「全国学力・学習状況調査」結果より、グラフや資料の読み取りや基礎的な小数の知識、分数の足し
　　算の計算は得意だと考えられる。
▲ 全国学力・学習状況調査の結果から、算数では計算・立式の理由や説明を書く力に課題が見られる。
▲ SP表より、全体正答率が62.5％以下の児童に不正解が集中している。また正答率が低い児童は記
    述式の問題を苦手としている。

②若松タイムの活用の内容の見直し
〇　どの学年も「若松タイム」を活用して、弱みの「漢字や文章の読み取りの克服のための学習」
　　　と「算数の基礎基本の計算」に取り組めた。

①算数科を中心とした基礎基本の定着
・算数は積み上げ型の科目なので、各学年の内容が理解できるよう、今後も授業改
善の取組を進めていただきたい。
・基礎基本の定着のためには可能な限りでの個別指導が有効である。TTの積極的
活用をお願いしたい。

②若松タイムの活用の内容の見直し
・弱みの克服の取組ができたのはよかった。
・今後も不得意な分野の取組を進めてほしい。
・日によって、教科を固定化するもの一つの方法ではあるが、複数の教科を少しずつ
行うモジュール学習も効果的かもしれない。

＜指標＞
【児童アンケート】　「学校の勉強はよく分かりますか」　R6・93％→R7・90％以上

＜指標＞
【児童アンケート】　「学校の勉強はよく分かりますか」　〇 93　％

①②【今後の改善点】
・今後も「若松タイム」を活用して、基礎的な学力の育成のために、曜日別に国語と
算数の問題に取り組む。

③　「授業力UP5ver.2」に基づく授業改善と教職員のＩＣＴ活用能力向上　【研修】
　・個別最適な学び、協働的な学び、視覚支援としてのICT活用の実践と交流
　

④　児童一人一台端末の活用能力と情報活用能力の向上　　　　　【研修】
　　・「児童生徒の情報活用能力到達目標」を基にした全校取組の実施
　　・学年に応じて日記や社会見学の感想文などまとめるのに端末を利用する。
　　・ミライシード，Classroom等を授業の中で積極的に活用する。
　　・２～６年生は原則、毎日を持ち帰らせて宿題に取り組む。

③　「授業力UP5ver.2」に基づく授業改善と教職員のＩＣＴ活用能力向上　【研修】
〇　研修会に積極的に参加したあと、専門性や力量を高めるための還流を行った。
〇　複線型授業に全職員で取り組み、学期ごとにふりかえりと交流を行った。
〇　授業内における、より効果的なICT活用方法を考えて実践を行うことができた。
▲  ＩＣＴ機器の操作が中心となる学習活動にならないように、学習内容を考える必要がある。
▲　児童が、ＩＣＴ機器の操作に慣れるように、教員も研修を通して、学んでいく必要がある。

④児童一人一台端末の活用能力と情報活用能力の向上について
〇　端末を積極的に活用して個人の考えや意見を交流できた。
〇　授業の学習内容に応じて、一つのツールの端末を活用することができた。
〇　ICTサポーターを活用し、児童により具体的で詳しく操作方法を学ばせることができた。
〇　今年度もどの教科の授業でも、さまざまな場面でＩＣＴ機器の活用を進めることができた。
▲　児童が主体的に取り組めるように、教員も端末活用のための研修を行い、学んでいく必要がある。

③　「授業力UP5ver.2」に基づく授業改善と教職員のＩＣＴ活用能力向上　【研修】
・活用されていると思われる。
・こどもに正しく指導する上で、教員の研修は不可欠である。限られた時間の中で大
変であるが、がんばっていただきたい。
　
④　児童一人一台端末の活用能力と情報活用能力の向上　　　　　　　　　【研修】
・一人一台端末の活用は今後も続けてほしい。個々に合った情報の活用や能力向
上につながるとよい。
・端末を入れる専用の手提げカバンがあるとよいのではないか。

<指標>
　【児童アンケート】　日常的な持ち帰り　R6・46％　→　R7・90％以上

<指標>
【児童アンケート】　端末の持ち帰り　〈3～6年〉日常的 100％　　〈1～2年〉週に1回程度 100％

③④【今後の改善点】
・研修部でICT活用講座（ミニ研）を行い、教員のICT活用能力を高める。
・「児童生徒の情報活用能力到達目標」を基にした全校での取組を実施する。

⑤家庭学習習慣と基本的生活習慣の定着　　　　　　　　　　　     　【研修】
  ・学年×１０分の家庭学習の定着　(家庭学習強化週間を年３回実施)
　・家庭学習の習慣に向けた機運創造
　　学校運営協議会、PTAとの情報共有(懇談、保護者会、学習会)
　・宿題の工夫・・時間の使い方(自制心)を日常的に意識させる。
　　　　　　　　　　　高学年「基礎基本計算カード」の取組(ドリルパーク)
　　　　　　　　　　　低学年「音読・計算カード」
　・家庭学習の定着を目指して、自主学習の内容を校内の掲示板で示し、強化週間
    を継続していく。

⑤　家庭学習習慣と基本的生活習慣の定着
〇　学期に一度の実施により、家庭学習の実態が客観視できる様子が伺える。
〇　「学年×10分」を目標に、家庭学習の定着を図り、「学年×10分」以上取り組みができている学年が
　　増えてきている。
〇　30分間が1つの山のようで、30分を超えると60分間学習できる傾向がみられる。
〇　低・中・高でそれぞれ漢字や計算を中心に自主学習に取り組んだ。
▲　4年生以上の学習時間にバラつきがみられ、極端に学習時間が短い児童が散見される。
▲　アンケート結果より、「家で学校の予習・復習をしていますか」の肯定的な回答が65％とやや低い。
▲　学習時間もノーメディアの時間も、土日は平日よりも短くなる傾向がみられ変化がない。

⑤　家庭学習習慣と基本的生活習慣の定着
・家庭学習の習慣化ができるよう、自主学習の内容等を具体的に知らせてほしい。
・家庭学習の習慣化は、各家庭の事情も違い、難しいところがあるが、楽しんででき
る工夫も必要かと思う。
・家庭学習習慣の定着の難しさがわかる。
・家庭学習の定義と習い事の関係をどう見るのか。塾通いの児童が増えているの
か。塾に通っていない家庭学習の定着化は、学校と家庭の両面からの対応が必要
になると考える。（習い事を促すような指導にならないように）
・家庭環境にもよるが、家庭学習には保護者の協力が不可欠である。親子一緒に学
習の時間をとってもらうなど、親への協力も呼びかけてほしい。

＜指標＞
【児童アンケート】「家で学校の予習・復習をしていますか」R6・65％→R7・90％以上
　　　　　　　　　 「平日、学年×10分の勉強をしていますか」R6.62％→R7・80％以上

＜指標＞
【児童アンケート】「家で学校の予習・復習をしていますか」　　　　　　　　▲　71　％
　　　　　　 　　　　　「平日、家で学年×10分の勉強をしていますか」　　　▲　66　％

⑤【今後の改善点】
・家庭学習の習慣に向けた機運創造
・宿題を工夫して、時間の使い方(自制心)を日常的に意識させる。
・家庭学習の定着を目指して、自主学習の内容を校内の掲示板で示し、強化週間
・漢字練習または、算数の計算問題などの中から選択させ、自主学習に取り組ませ
る。

⑥　読書習慣の推進と図書館の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　【研修】
　・若松タイムでの朝読書
　・読み聞かせボランティアさんによる読み聞かせの実施
　・図書巡回指導員による図書指導や読み聞かせの実施
　・夏休みなど長期の休み前には、クラスで本を借りにいく時間を確保する。
　・読書記録カードの活用推進

⑥　読書習慣の推進と図書館の整備
〇　朝読や巡回指導員の読み聞かせ、ブックトークにより、読書への関心が高まった。
〇　ボランティアによる読み聞かせが全クラスで実施でき、年間１０回以上行えた。
〇　毎月各クラスの貸出冊数を掲示し、学期ごとの多読賞の発表により読書量を増やすことができた。
　　　一学期の比較で、２６３７冊から３５１５冊に増えた。
▲　学年によっては学習内容も多く、図書の時間の確保が難しい。
▲　図書巡回指導員と連携した活用をさらに推進していきたい。

⑥　読書習慣の推進と図書館の整備
・貸出冊数から、読書週間は向上されていると思う。
・現代の大人の日本語の乱れが気になる。
 小さい頃からの読書習が未来の大人を左右すると思う。

＜指標＞
　　【年間貸出冊数】　　R5・7556冊、R6・7824冊→　R7・8,000冊

＜指標＞
　【年間貸出冊数】　4～11月　R6 　5893 冊　→　R7  6445 冊 　552　冊　増加

⑥【今後の改善点】
・読書記録カードの活用を推進していく。
・「読書ビンゴ」など、こどもが興味をもつ活動を企画していく。

子どもが楽しく安心して学べる学校づくり 職員による成果と課題、指標の結果 学校関係者による評価と今後の改善点

<人権教育部・特別支援COより手だての提案>
①　子どもとの温かい人間関係づくり，人権感覚の育成を図り、不登校を生まない学
     校づくりをめざす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【人権部】
・　児童理解シートを積極的に活用し休みがちな児童への家庭連絡や家庭訪問を
　　行い、児童や保護者にとってのキーパーソンを見つけられるようにする。
・　「学校に行くのが楽しい」に当てはまらなかった児童・保護者へのケア
・ 　「すずっこファイル」のある児童の保護者との面談を各学期１回行う。
・　困り感のある児童について、保護者理解のもと支援会議を実施し手だての検討
　　関係機関との連携を進める。
・　個別の教育支援計画・指導計画を作成し個に応じた支援を行う。
・ 　居場所づくり・・ 「ほめる < 認める」の言葉がけを尊重した学級づくり
　 　　　 　　　　　 ・・ 逆行連鎖の考え方で対応　「ほっとルーム」担当やSLSと連携
・　スクールライフサポーター、ほっとルーム、巡回すくすくの活用と連携

①　子どもとの温かい人間関係づくり，人権感覚の育成を図り、不登校を生まない学校づくりをめざす。
〇　スクールライフサポーターや「ほっとルーム」担当の支援や言葉がけのおかげで、教室に入れなくても
　　「ほっとルーム」で課題に取り組めている。
〇　特別支援COを中心にスクールカウンセラーや「ほっとルーム」担当などと、児童について話す時間が
　　確保できたことで、児童の細やかな支援につながった。
〇　 「すずっこファイル」を所有する児童の保護者との面談を各学期１回行い、個別の教育支援計画・指
　　導計画を作成し個に応じた支援を行った。 困り感のある児童の支援では、保護者の理解のもと、支
　　援会議を持ち、手だての検討や関係機関との連携を進めることができた。
〇　各担任が家庭と連携し、児童支援をすることができた。
▲　カウンセラーなどとの情報共有が、放課後の時間外になった。
▲　スクールカウンセラーの枠が決まっているため、新しくカウンセリングにつなげたい児童や保護者の
　　ための新規枠の確保ができにくかった。

①  子どもとの温かい人間関係づくり、人権感覚の育成を図り、不登校を生
　　まない学校づくりをめざす。
・「ほっとルーム」やスクールカウンセラーの支援など、個々の状況に合わせたきめ
細かい対応を続けていってほしい。
・また明日も学校へ行きたい、そう思わせるような学級集団、教師とこどもの関係づく
りが重要と考える。

＜指標＞
【児童アンケート】　「学校はたのしいですか」肯定的回答　R6・93→R7・90％以上
【児童アンケート】　「困ったことがあると、先生や友だちに話したり、相談
                          したりできますか」　R6・87％→ R7・90％以上

＜指標＞
　【児童アンケート】　「学校はたのしいですか」　肯定的回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〇　94.8％
　【児童アンケート】　「困ったことがあると、先生や友だちに話したり、相談したりできますか」▲　88.5％

①【今後の改善点】
・スクールカウンセラーと職員の面談時間を調整し、スクールカウンセラーか
らの助言を職員間で共有していく。カウンセラーとの面談を設定していくとよ
い児童について、校内委員会で検討する。

②　一人ひとりの違いを認め合い互いを大切にし合える仲間づくり　　【人権】
・　互いを大切にし合うための日常的なSSTの推奨
・　人権教育を基盤にしたなかまづくりを目指して、道徳の時間の充実を図る。
　　（道徳・人権授業の千代崎中学校区への公開１回／年）
・　「なかよし学級」児童の理解教育の授業を行い、交流を深める。
・　特支Coを中心とした児童の様子や支援方法等の日常的な情報共有の実施
・　通級、ほっとルーム、SLSによる登校支援、日本語指導等との連携強化
・　外国人児童の日本語教育指導の充実と多文化共生教育に取り組む。

②　一人ひとりの違いを認め合い互いを大切にし合える仲間づくり　　【人権】
人権教育　　　　〇人権フォーラム(６年)、特別支援学級交流会など、中学校区の交流を図った。
　　　　　　　　　　 〇千代崎中学校区人権公開授業に向けて、職員研修を深めることができた。
　　　　　　　　　　〇学期はじめに全クラスで「いじめ防止」のための授業に取り組んだ。
　　　　　　　　　　▲中学校区の人権教育カリキュラムをもとにして、系統立てた人権学習を進めていく
　　　　　　　　　　　　必要がある。
多文化共生 　　〇JSLバンドスケール等を行い、外国にルーツのある児童の日本語教育の指導充実
　　　　　　　　　　　　を図った。
特別支援教育　〇「なかよし学級」児童の理解教育の授業を行った。
仲間づくり　　　　〇児童の綴りなどを通して、児童の状況を把握し、仲間づくりに努めることができた。

②　一人ひとりの違いを認め合い互いを大切にし合える仲間づくり　　【人権】
・こどもの変化に気づき、家庭とも連携しながらこどもの見守りを続けてほしい。

（外国人児童の割合は、現在、５％だが、今後増えていくのか）

<指標>
【児童アンケート】「友だちの気持ちを考えて行動していますか」　R6・91％ →　R7・90％

<指標>
　【児童アンケート】　「友だちの気持ちを考えて行動していますか」 →　〇　93.3　％

②【今後の改善点】
・人権教育において、大切にしていくことを共有し教員が一丸となって人取り組む。。
・場に応じた言葉遣いに課題のある児童が多いので継続して指導していく。

【全体を通して】・数字（％）の良し悪しを評価するのは慎重に分析、対策を講じてほしい。児童数が毎年減少している中で、数人の児童、数クラスの動向で％が大きく数字が変動
する。それを基に全体対策を講じるのは注意（慎重に対応）が必要。そのようなスタンスで、個別対策、クラス対策、学年対策、全体対策を講じるのが必要と考える。

鈴鹿市立若松小学校

学
力
向
上
×
I
C
T
活
用

長
期
欠
席
対
策

R7年度末の改善点案

・若松タイム活用の見直しと情報交換 ・算数科への研修領域の変更

・基礎基本の定着のための取組の再考

<R7 6年生 全国学力・学習状況調査より全国との比較>

(平均正答率)  ( CD層の割合) ( 児童質問紙 )

国語 ＋3.2            5.8％ 少ない 主体的な学び ＋2.5   対話的な学び ＋3.7

算数 - 1.0 3.5％ 多い 深い学び ＋0.4 個別最適な学び ＋16.6

共働的な学び ＋5.3   学びのアウトプット＋2.2

R6年度末の課題

・ 高学年になるにつれて、家庭学習（学年☓10分）への意識が低くなっている。

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

R7 １学期の実態より

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年

目標 15分 20分 30分 40分 50分 60分

実質 〇91％ 〇71％ 〇66％ ▲48％ 〇58％ ▲19％ ←、学年×10分以上（平日）

R6年度末の改善点案

・カウンセラーとの情報共有の時間が難しかったので時間割を工夫したい。

・特別支援Coを中心としたスクールカウンセラーや「ほっとルーム」担当者との話

し合いの時間を確保する。

R7 長期欠席者30日以上 3人

通級指導教室利用 8人

スクールカウンセラー利用 延べ 25人

ほっとルーム利用 1人

R6年度末の改善点案

・悩みを相談しにくい児童もいるので、表情や行動の小さな変化も、今まで以上

に注視し、家庭・地域と連携して、こどもたち一人ひとりを見守っていく。

R7 児童の実態より

ポルトガル語 1年① 2年① 3年① 4年① 5年① 6年① 計6名

スペイン語 1年① 3年① 4年① 計3名

インドネシア語 1年① 4年① 計2名
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評価
項目

本年度の活動（具体的な手立て）と指標 成果と課題 学校関係者評価と今後の改善点

豊かな心と健やかな体を育成する学校づくり 職員による成果と課題、指標の結果 学校関係者による評価と今後の改善点

①　自己肯定感と社会性、やり抜く力、自制心の育成　　　　　【研修】
・　現状把握　非認知能力アンケートの各学期の実施
・　取り組んだ時の感想の交流や校内掲示、お便りでの広報を通じて、取組中に見
    られたお互いのよさを認め合う機会を大切にし、自分にも良いところがあると思
    える体験を重ねさせる。
・　ポイントを絞った全職員による指導
　　やりぬく力・・「やりとげる」経験の意識化
　　　　　　　　　　　授業の中のふりかえり　＋　「　ほめる　< みとめる　」の指導
　　自制心・・「時間の使い方」について指導　　授業はじめの「見通し」の提示
     　　　　　　「自分は嫌じゃなくても、友達は嫌なこともあるかもしれない」のSST
　　自己肯定感・・「よいところ・満足」　児童会活動の活性化
　　　　　　　　※児童会活動や地域行事、出前授業などで、他者と関わり感情や行動を
　　　　　　　　　　　コントロールする場面を経験させ、自分の良さ(自己肯定感)に気づく経験
　　　　　　　　　　　を積み重ねさせる。
　　善悪・・道徳の授業、いじめ防止授業の毎学期の実施
　　　　　　　生活委員会によるルールの啓蒙

①　自己肯定感と社会性、やり抜く力、自制心の育成　　　　　【研修】
〇　児童会を中心に「非認知能力」の向上につながる児童集会を年2回（5月・11月）取り組んだ。
〇　自己肯定感の向上や社会性を高めるために、クラスへの帰属意識を高める発表や異学年交流に
　　　よりクラスや学校に対して安心感を持てるように取り組んだ。
〇　非認知能力アンケートの「自分にはいいところがある。」の「あてはまる」の回答が＋10ポイント、「わ
　　　たしは人と同じぐらい価値がある。」の「あてはまる」の回答が＋13ポイント増えていることから、「自
　　　己肯定感」の向上を感じる児童が増えていることがわかる。
▲　学校独自で1学期と2学期に「非認知能力アンケート」を2回行った結果、1回目より「私は、始めたこと
　　　は、途中で投げ出さず、最後までやりとげる。」の質問の「あてはまる」が－15ポイント、「苦しいこと
　　　や困ったことがあっても、あきらめない。」の質問の「あてはまる」が－19ポイントとであった。「やりぬ
　　　く力」について大きく低下がみられた。
▲　相手を思いやるコミュニケーションがとれるように「自分がされて嫌なことは人にしない」の指導から
　　　「好きなことが違うように嫌だと思うことも違う」ことを学ぶ機会の設定まではできなかった。

　

①　自己肯定感と社会性、やり抜く力、自制心の育成　　　　　【研修】
・互いの良さを認め合う機会を大切にし、自分にも良いところがあると思える体験を
重ねることはとてもよい取組だと思う。
・友だちの良いとこ見つけやポジティブカードの取組は良い活動である。自分自身の
良いところを他人から言われる方が自信にもつながる。
・難しいと思うが、地道な活動が必要である。
・友だちのよさを見つけ合う取組の中で、自分を認めてもらえるうれしさを感じ、自己
肯定感、自信につなげていきたい。

＜指標＞
　「自己肯定感」を高めるための研修会を年間２回実施
　【児童アンケート】　「自分にはよいところがあると思いますか」　　　　R6・83％→　90％以上
　【市アンケート】「私は人と同じくらい価値のある人間である」　否定的　R6・21.7％
　【市アンケート】「最後までやり遂げる」　　　　　　   　　　　　　否定的 R6・29.2％
　【市アンケート】「誘惑に負けない」　　　　　　　　　 　　　　　　 否定的 R6・36.7％

＜指標＞
　・「自己肯定感」を高めるための研修会を年間２回実施
　・【児童アンケート】　「自分にはよいところがあると思いますか」　        ▲　86    ％
　・【市アンケート】　「私は人と同じくらい価値のある人間である」否定的  ↓　 19    ％　※自己肯定感
　・【市アンケート】「最後までやり遂げる」　　　　　　　　　　　 　　否定的   ↓　27   ％　※やりぬく力
　・【市アンケート】「誘惑に負けない」　　　　　　　　　　　　　　　　否定的   ↓　35   ％　※自制心

①【今後の改善点】
・自己肯定感が高まるように、児童会企画の取組を継続する。また、職員も率先して
あいさつを行うことで意識づけを行っていく。
・非認知能力の4つの視点をもとに、学級活動なとで、児童自身が「めあて」を設定す
るようにして、「やりぬく力」と「自制心」を育成していく。

昨年度末の今後の改善点案
・日頃から校内環境整備に気を配り、毎日の清掃を児童と共に職員も取り組む。
・校舎内、校庭の環境整備を継続的に行っていく。

②　整理整頓・清掃の行き届いた誰にとっても過ごしやすい環境づくり　【生指】
・毎日の掃除の時間の活動を見届け、指導する。
・校内の不要なものを片付ける。草刈りなどを定期的に実施し、職
　員室から運動場の様子が見届けられるようにする。

②　整理整頓・清掃の行き届いた誰にとっても過ごしやすい環境づくり　【生指】

〇　児童とともに除草作業を行い、環境整備に努めた。
▲　毎日の清掃は、児童数減少もあり、手の行き届かないところが目立った。

②　整理整頓・清掃の行き届いた誰にとっても過ごしやすい環境づくり　【生指】
・日頃から校内環境整備に気を配り、毎日の清掃を児童と共に職員も取り組む。
・校舎内、校庭の環境整備を継続的に行っていく。

③　いじめ防止の取組　【生指】
・　「いじめ防止基本方針」の策定・確認と見直し
・　いじめや差別、仲間づくりに関わる授業に取り組む。
・　「いじめアンケート」の学期１回の実施と積極的認知

③　いじめ防止の取組　【生指】
〇　弁護士による「いじめ防止」の出前授業を実施。
　　　児童は真剣に聞き、いじめを許さない気持ちをもつことが大切だと確認することができた。
〇　毎学期に１回「いじめアンケート」を行って校内いじめ対策委員会を開き、積極的に認知をし、情報
　　　共有をすることができた。また、職員全体で見守りの意識をもつことができた。
〇　ピンクシャツ運動に４月・１１月に取り組んだ。
▲　乱暴な言動や人の気持ちを考えず自分の意思を押し付けてしまうなどのトラブルは続いた。
　　 今後も言動や相手の気持ちを考えた行動への指導を継続する。

③　いじめ防止の取組　【生指】
・いじめや差別など、具体的な場面を通して人の気持ちや言葉の使い方など知らせ
ていってほしい。
・仲間づくり、お互いに助け合える場を設けることが必要である。
・表面化してこない、陰湿ないじめの発見が難しい。いじめに苦しむ子を一人でも減
らせていってほしい。

<指標>
　【児童アンケート】　「学校であった出来事を家で話していますか」　R6・87％　→　９０％以
上

<指標>
　【児童アンケート】　　「学校であったできごとを家で話していますか」　▲　86.2　％

③【今後の改善点】
・言葉遣いなど場に応じた行動を日常的に振り返る時間を各クラスで確保する。
・児童の様子について、日頃から注意深く観察することを心がけ、職員間で気づいた
ことを共有していく。

保護者・地域と連携し，期待と信頼に応える学校づくり 職員による成果と課題、指標の結果 学校関係者による評価と今後の改善点

昨年度末の今後の改善点案
・若松の文化等の地域学習は、地域の方と相談しながら取り組んでいく。

①　若松の文化などに目をむけた地域学習に取り組み，郷土を愛する心を育成する
　・若松地域づくり協議会との連携
　　　5年生　田植え・稲刈り体験　　1・2年 サツマイモの苗植えイモほり
　　　3・5年 若松ふれあいフェスタ　4年　　大黒屋光太夫顕彰会との連携

①　若松の文化などに目をむけた地域学習に取り組み，郷土を愛する心を育成する
〇　10月に行われる「ふれあいフェスタ若松」にて、5年生は光太夫太鼓を、3年生は合奏・合唱を発表さ
　　せて頂いた。
〇　4年生は「光太夫や地域の歴史を学ぶ」として、地域の皆さんに指導していただき、総合学習の時間
　　に地域巡りの学習に取り組むことができた。
〇　地域の皆さんのご協力により、5年生は米作り、1・2年生はサツマイモ作り体験をすることができた。

①　若松の文化などに目をむけた地域学習に取り組み，郷土を愛する心を育成
     する
・若松の文化等の地域学習は、今後も地域と連携しながら取り組んでいきたい。
・５年生になったら光太夫太鼓を引き継ぐことをこどもたちは楽しみにしている。
・地域との連携は今後とも継続し、積極的に活用していって良いと思う。
・地域の方々との交流機会を深めていってほしい。
・学校（児童）と地域の連携事業は、年々強まり、良好の関係にあるが、地域からの
側面支援では課題がある。わたしの町内では見守りボランティアを確保するのが難
しい。改めて、学校・地域組織（地域づくり協議会、自治会、ＰＴＡ）で見守り奉仕のあ
り方、体制、支援策等を検討いただければ幸い。
・見守り場所、人数、曜日等を含めて「児童だけではなく高齢者も含めた町民の交通
事故のない町づくり」のあり方を検討することも必要。（ながら運動：散歩しながら、買
い物しながらの途中で～声かけ、挨拶をするなど）
・非常に大事な取組ではあるが、地域主導ではなく、あくまでも学校（担任）が主導で
行うべきである。

<指標>
【児童アンケート】　「地域の行事に参加していますか」　R6・92％→　90％以上

<指標>
【児童アンケート】　「地域の行事に参加していますか」　　　９１　％

①【今後の改善点】
・若松の文化等の地域学習に地域の方と相談しながら取り組む。
・地域学習の取組が、地域主導となっていなかったか見直し、ねらいや学習内容を
地域の方に相談しながら取り組んでいく。

② 学校自己評価と共に保護者・児童アンケート・学校関係者評価を実施し，
  学校改善につなげる。（１回／年）
・　学校運営協議会を中心に、子どもたちが安心・安全に過ごせるための環境整備
　を地域と共に進める

③ 学校運営協議会(年6回)にて、学校の現状や取組を伝え、地域との双方向
　 の交流を推進する。

② 学校自己評価と共に保護者・児童アンケート・学校関係者評価を実施し，学校改善につなげる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１回／年）
〇　アンケート結果の分析をもとに、こどもの実態について話し合うことができた。
▲　子どもたちが安心・安全に過ごせるための環境整備を進める。（ギャラリーの整備、地域との合同
　　避難訓練など）

③ 学校運営協議会(年6回)にて、学校の現状や取組を伝え、地域との双方向の交流を推進する。
〇　学校行事と地域行事との関係について、話し合う場を持っていただけた。
〇　環境整備として、運動場の草刈りなどに地域の方に取り組んで頂いた。
▲　児童数減少に伴うPTA・職員数の減少に備えたメンテナンスフリーな環境整備の実現

② 学校自己評価と共に保護者・児童アンケート・学校関係者評価を実施し，学校
　　改善につなげる。（１回／年）

③ 学校運営協議会(年6回)にて、学校の現状や取組を伝え、地域との双方向の
　　交流を推進する。
・授業参観でこども達の姿を見せてもらい、その後の話し合いで、先生方の思いもよ
くわかり、学ぶことが多くあった。
・運営協議会で学校の現状を共有し、協力できるところを協力していきたい。

④　学校・学年だよりの発行，ホームページの更新を継続的に行い，積極的な
  情報発信に努める。（学校だより２回／月）

④ 学校・学年だよりの発行，ホームページの更新を継続的に行い，積極的な情報発信に努める。
〇　2学期末時点で「学校だより」を34号発行。
▲　タイムリーな発信や行事などのねらいについての発信ができないことが多かった。

④ 学校・学年だよりの発行，ホームページの更新を継続的に行い，積極的な情報
　　発信に努める。（学校だより２回／月）
・学校の様子をまめに伝えていただき、ありがたいが、くれぐれも負担にならない程
度にお願いしたい。

⑤　ボランティア等の地域人材を発掘し，本校にとって効果的かつ継続可能な
  活動について検討を進める。

⑤　ボランティア等の地域人材を発掘し本校にとって効果的かつ継続可能な活動について検討を進める。
〇　読み聞かせボランティアさん、図書館ボランティアさん、学習支援ボランティアさんなどで新しい方に
　　参加していただき、活動機会が増えた。

⑤　ボランティア等の地域人材を発掘し，本校にとって効果的かつ継続可能な活動
     について検討を進める。

⑥　千代崎中校区，大木中校区の学校園と連携した教育活動を進める。 ⑥　千代崎中校区，大木中校区の学校園と連携した教育活動を進める。
▲　様子を交流できるのはよいが、中学校2校との交流・連携は時間的に難しい。

②③④⑤【今後の改善点】
・いろいろな機会を通じて、ボランティア募集を呼びかけていく。職員にもボランティア
の活用をうながし、よりきめ細かい学習指導・学習環境整備を進めていく。
・引き続き、学校だより、学級通信では、行事の結果だけでなく方針や考えなどを意
識して発信していく。

働き方改革の推進 職員による成果と課題、指標の結果 学校関係者による評価と今後の改善点

①　総労働時間縮減に取り組み，健康でやりがいのある職場づくりをめざす。
・「学校だより」は何を大切にしたいのかがよくわかり、こども達の姿も伝わるので、
読むのを楽しみにしている。
・先生の労働時間短縮について、働き方改革が進む中、この種の取組の過渡期に
おこる現象は、授業準備等、自宅への「持ち帰り仕事」である。このことがおこらない
ように周知が必要。
・一般教職員の労働時間削減はもちろんであるが、管理職の方が率先して縮減でき
るよう努めてください。

①【今後の改善点】
・業務の効率化、標準化を図り、平準化を進める。
・年間行事予定や業務内容を適宜見直し、適切な精選を図る。

生
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鈴鹿市立若松小学校

地
域
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昨年度末の今後の改善点案
・会議の内容を協議と連絡に分けて、かかる時間を短縮する。
・chromebookの持ち帰りやスクールサポートスタッフの業務などにより、 学校での
平均
  時間外労働時間は２５時間以下だが平日の時間外労働時間は増加傾向である。

①　総労働時間縮減に取り組み，健康でやりがいのある職場づくりをめざす。
　・　第２、4水曜日を定時退校日として教職員の勤務時間削減を目指す。

　【成果指標】
　　・　一人当たり月平均時間外労働時間　　　　　　　　　　25時間以下
　　・　月４５時間を超える時間外労働者の延べ人数　　　12　 名以下
　　・　月８０時間を超える時間外労働者の延べ人数　　　0     名以下

　【活動指標】
　　・定時退校日を月２日実施し，設定した日の定時に退校できる職員割合80％を
　　　めざす
　　・放課後開催の会議の60分以内終了の割合の80％をめざす

①　総労働時間縮減に取り組み，健康でやりがいのある職場づくりをめざす。
　 【成果指標】
　　　・　一人当たり月平均時間外労働時間                  25時間以下　　　　　〇  17.8　時間
　　　・　月４５時間を超える時間外労働者の延べ人数　 12名   以下   　      〇　　 ７　名
　　　・　月８０時間を超える時間外労働者の延べ人数　　0名    以下　　      〇　　 ０　名
　
　　【活動指標】
　　　・　定時退校日に退校できた職員の割合    　　　　　　80％以上　　　　　▲　79.2％
  　　・　６０分以内に終了した放課後開催の会議の割合   60％以上 　　　　▲　10.0％
　　　※上記会議は職員会議のみを対象としているが、そのほか放課後に行う校内研修会、三部会
　　　　については、多くが60分以内に終了している。
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R6年度末の改善点案

・今後も職員から児童に対して肯定的な声かけを行う。

・児童会と連携した取組を継続し、職員も率先してあいさつを行う。

R7鈴鹿市の非認知能力アンケート（4・5・6年生に実施）の否定的回答割合の結果より

【やりぬく力】 9.09% 【自制心】 9.09% 【自己肯定感】▲11.11% 【社会性】 0.00%

頑張り屋 26.2 誘惑▲ 35.3 自分に満足▲ 27.2 助け合い 6.7

やりとげる 27.2 計画 29.2 自分を大切 15.1 善悪▲ 10.8

あきらめない 24.2 がまん 12.1 良いところ 16.1    ルール 7.5

自分の役割 11.1 方法 22.2 価値がある 19.1    助ける 6.7

昨年度の実態

・奉仕作業の時期と学校行事の時期を調整する。・・調整のための話し合いを行った。

・日頃の清掃活動が徹底できないところがあった。

R6年度末の改善点案

・今後も日常的に言葉遣いを含めた自分の行動を振り返らせていく。

昨年度の実態

・どの学年も、地域行事に積極的に参加できた。

昨年度の実態

・年間行事予定を適時、見直していくことで業務の平準化を図り、特定の職員に業務が集中しないよ

うに引き続き取り組む。


